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広島市議団ニュース ９月議会 
9月21日～10月5日 

財政難で事業圧縮 暫定２車線 事故多発が社会問題化 

高速５号線―「市民のいのち守る」行政がわざわざ 

危険な対面通行に約１千億円も！ 

高速道路予算をめぐり深夜の大攻防 広島高速道路補正予算 ＝下＝ 
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 広島都市高速道路計画は、バブル期に見込んだ全線

完成後の利用交通量を３割も下方修正することを余儀なく

され、通行料金収入でまかなう建設費（投資可能額）が１

千億円不足する事態となり、その後の検討で８２０億円ま

で不足額を圧縮。市は、有料道路事業を４００億円圧縮、

残りの３００億円を市が負担、１００億円を県・国に負担要

請することで不足を解消する方針です。    

 中森議員は６月議会でも、市負担分として削った３００億

円を福祉・暮らし予算に回すよう訴えましたが、さらに問題

なのは、事業圧縮のために４車線を暫定２車線にするとい

うことです。 

 暫定２車線の対面通行による死亡事故は、全国の高速

道路でも多発しており、社会問題にもなっています（裏面

参照）。 

 中森議員は、将来、危険な対面通行の改善に市民の税

金をさらに投入するのかと質問。 

 市は、暫定２車線での供用開始後、交通量の状態を見

て、有料道路事業のなかで４車線化していくとし、危険な

暫定２車線を放置する考えを示しました。 

 財政非常事態宣言が出されているなか、他の会派から

も「５号線は急いでつくる必要があるのか」と疑問の声があ

がっています。市が、

暫定２車線化までし

て高速道路の建設を

急げば急ぐほど、「市

民のいのち」が危険

にさらされる矛盾と、

市の無責任な姿勢が

浮き彫りとなっていき

ます。 

 

【写真】５人が死傷した玉

突き事故現場。公団の通

行規制の在り方が問われ

て い る ＝ 2003 年 2 月 17

日、愛媛県川之江市の高

知自動車道法皇トンネル 

（四国新聞より転載） 

採算性 必要性 

市民が危険にさらされる矛盾と無責任な市の姿勢うきぼりに 

高速５号線の全事業費 



≪暫定２車線整備等を想定した区間≫ 

①高速２号線の東雲ランプから仁保ランプまでの区間 

②高速３号線の宇品ランプから観音ランプまでの区間 

③高速５号線の全区間 

≪当面整備の見送りを想定した区間≫ 

高速２号線の東雲ランプのうち南方向出入口 

高速２号線と高速５号線の連結路 

高速３号線の西部ランプより西側の本線区間 

今夏、中央分離帯のない高速道路の対面通行区間で正面衝突事故が

多発したことをうけ、日本道路公団は今月中にも再発防止策をまとめる方

針ですが、費用面での課題が大きくのしかかり苦慮しています。 

「暫定2車線」は、採算が見込めないなかで高速道路建設を推し進める

ための手段とされてきたもので、全国の高速道の実に2割以上（今年７月

現在）が「暫定2車線」区間となっています。この区間では樹脂製ポールで

中央が仕切られているところがほとんどですが、ハンドルを操作を誤れば

対向車線への飛び出しを押しとどめる力は全くなく、まさに「危険と隣りあ

わせの道路」です。 

そもそも採算がないから「暫定２車線」となっているのに、事故の再発防

止のために４車線にするといっても費用面でムリです。事故を防ぐには、

そういう危険な道路をはじめから作らないことが一番ではないでしょうか。 

「広島高速道路整備プログラムの見直し（３者基本合意に向けて）」 

（２００４年５月 広島市） より引用 

①暫定２車線 

②暫定２車線 

③高速５号線は 

全線暫定２車線 

            採算性ないままに「暫定２車線」で建設おしすすめた結果 

対面通行の高速道路で重大事故多発！ 
全国で 

2003年2月17日 四国横断自動車道（高知自動車道）のトンネル内で

玉突き事故。親子3人が死亡。 
 
2004年3月29日 広島呉道路（クレアライン）の呉トンネル内で軽自動

車同士が正面衝突し、後続車も追突。３人が死傷。 
 
2004年7月27日 東海北陸自動車道（岐阜県郡上市内）のトンネル内

でトラックが対向車線に逸脱し、乗用車と正面衝突。

双方の車が炎上し、乗っていた7人全員が死亡。 
 
2004年8月1日 仙台南部道路（仙台市内）で乗用車が対向車線に逸

脱し、大型トラック２台と相次ぎ衝突。別の車も巻き込

み、乗用車の運転手が死亡、他５人が重軽傷。  

「対面通行」「トンネル」この条件で危険度はさらに増す 

最近起きた高速道路・対面通行での事故 

高速５号線の約半分（2ｋｍ以上）が延々と続く１本のトンネル 
事故が起きる可能性も高く、ひとたび事故が起きれば大惨事に！！ 


